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豊かな社会を支える科学技術とエネルギー

科学技術：豊かな社会の持続的発展に資する
（新産業創出、国際競争力の強化、国民福祉の向上）

エネルギー：人類の生存基盤の確立と社会の持続的発展に必須

（新産業創 国際競 強 国民福祉 向 ）

○ エネルギ 安定供給

エネルギー：人類の生存基盤の確立と社会の持続的発展に必須

○ エネルギー安定供給
・ 脱化石燃料

⇒ 新エネルギーと原子力エネルギーが不可欠⇒ 新エネルギ と原子力エネルギ が不可欠
・ エネルギー自給率の向上

⇒ 2030年に30%､2100年には50%を目標

○ 地球温暖化防止
・ 温室効果ガス削減目標(1990年比)
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温室効果ガス削減目標(1990年比)
⇒ 2020年までに25％減、2050年までに60％超減



太陽光発電と原子力発電の特性

太陽光 原子力
枯渇しな ウ の１回使用 80年あまり＊

安定供給

枯渇しない

天候等による出力変動

ウランの１回使用で80年あまり＊

（FBRでリサイクル：数千年＊）

ベース供給力

設備利用率：10～15%程度 設備利用率：約75%（1998～2005平均）

CO2排出量：40～100g/kWh CO2排出量： ～40g/kWh

環境負荷
2

廃棄物発生量：0.04 kg/kWh
2

廃棄物発生量：0.02 kg/kWh

放射性廃棄物：0.046 kg/kWh

経済性 46 [円/kWh] 4.8～6.2 [円/kWh]

（参考）（参考）

面積あたり
の発電容量

1 kW/10m2 例 821万kW/4.20 km2(=19.5kW/10m2)
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出典： 原子力委員会「地球環境保全・エネルギー安定供給のための原子力のビジョンを考える懇談会」
各電源特性比較表（2008）

＊：OECD/NEA IAEA, Uranium 2007: Resources, Production and Demand



軽水炉サイクルの確立へ：原子力機構の貢献

軽 推進 機構 側 援

2010 2020 2030 2040 2050

次世代軽水炉

軽水炉サイクルは民間中心で推進。原子力機構（JAEA）はあらゆる側面で最大限の支援

現在の軽水炉 次世代軽水炉現在の軽水炉

JAEA：安全性・信頼性向上等に貢献

濃縮 再処理 MOX燃料加工 （事業主体：日本原燃）

JAEA：安全性・信頼性向上等に貢献

濃縮 再処理 MOX燃料加 （事業主体 日本原燃）

JAEA：人的・技術的支援を継続

文献調査 概要調査 精密調査

高レベル廃棄物処分（事業主体：NUMO）
処分場建設 処分場の操業概要調 処分場建設 処分場の操業

JAEA：処分事業と安全規制を支える知識基盤の整備
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幌延深地層
研究センター
（堆積岩）

東濃地科学
センター
（結晶質岩）



実施主体

高速増殖炉サイクルの確立へ向けて

速増殖 ２０５０年頃からの２０５０年頃からの実施主体

実用炉（商業炉）
（１５０万ｋＷ）

高速増殖炉は、
⇒ エネルギー安定供給に大きく貢献

2050年頃からの導入で2100年過ぎにウラン資源の輸入不要
⇒ 環境負荷を低減

高 放射性廃棄物 生 を 割程度 削減

２０５０年頃からの２０５０年頃からの
商業ベースでの導入商業ベースでの導入

（１５０万ｋＷ）高レベル放射性廃棄物の発生量を７割程度に削減

２０２５年頃に実現２０２５年頃に実現２００９年度中に運転を再開原子力機構 ２０１５年

実証炉
（５０～７５万ｋＷ）

高速増殖原型炉もんじゅ高速増殖原型炉もんじゅ

発電プラントとしての信頼性実証
ナトリウム取扱技術確立
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実
証
施
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（２８万ｋＷ）
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実用化研究開発（FaCT）
革新的な技術の研究開発

実用炉等の設計研究
高速実験炉「常陽」高速実験炉「常陽」

１９７７年に
初臨界

革新的技術 成立性を概ね見通
高速増殖炉高速増殖炉高速増殖炉高速増殖炉設

備
容

量
20

40
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・革新的技術の成立性を概ね見通し 0
1960 1980 2000 2020 2040 2060 2080 2100

<年度>
出典： 原子力委員会 新計画策定会議（第21回）資料第1号



将来の水素社会の基盤を構築

高温ガス炉と水素製造技術の開発

2010年2010年 2015年2015年

国際協力：GIF等の活用

2020年2020年

◆信頼性確証、技術実証
（実用システムの提示）

◆信頼性確証、技術実証
（実用システムの提示）

高温ガス炉技術開発
HTTRによる
高温ガス炉技術
の開発

HTTRによる
高温ガス炉技術
の開発

（実用システムの提示）（実用システムの提示）

水素供給水素供給
各種施設

家庭

水素供給水素供給
各種施設

家庭

● 実証・実用化データ取得● 実証・実用化データ取得 ●●水素製造ｼｽﾃﾑ水素製造ｼｽﾃﾑ
との統合との統合

高温工学試験研究炉HTTR

2004年 世界初950℃
水水水水

家庭

非常電源用
燃料電池

（ビル、病院等）

家庭

非常電源用
燃料電池

（ビル、病院等）

水の熱化学分解法水の熱化学分解法

2004年 世界初950℃
の核熱取り出し
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高
温
ガ
ス
炉 製鉄 石油化学他

水素ステーション 燃料電池
自動車

製鉄 石油化学他

水素ステーション 燃料電池
自動車

要素技術開発 水素製造量
1,000m3/h
規模の達成

工学規模製造試験 結合試験

水 熱化学分解法
(ＩＳプロセス)による
水素製造技術開発

水 熱化学分解法
(ＩＳプロセス)による
水素製造技術開発

水素製造量 数m3/h規模

炉炉炉炉 製鉄、石油化学他製鉄、石油化学他

55

2004年 世界初の１週間
連続水素製造（30L/h規模)



核融合研究開発
２０００ ２０２０ ２０５０

ITER計画（実験炉） 原型炉

２０００ ２０２０ ２０５０

実用化
段階

ITER計画（実験炉）
・燃焼プラズマの達成 ・長時間燃焼の実現等

炉
・発電実証
・経済性見通し

JT-60
・臨界プラズマ
条件の達成

BA活動
日欧で国際的な研究開発拠点を構築欧 国際 研究開発拠点を構築

世界最高温度
5 2億度達成

IFERC
国際核融合

ｴﾈﾙｷﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ

IFMIF-EVEDA
材料照射施設設計

ｻﾃﾗｲﾄ･ﾄｶﾏｸ
世界最高性能の
超伝導 イ

5.2億度達成

産業技術への波及効果

・超伝導技術 → 医療診断用MRI
・粒子ビーム → 半導体製造
真空技術 ｸﾞ ﾞ （ｶﾞ 分析）青
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超伝導コイル、
高周波加熱装置を開発

・真空技術 → ｸﾞﾗﾋﾞﾏｽ（ｶﾞｽ分析）
・高周波、材料、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ等

青森県六ヶ所村 茨城県那珂市



量子ビームプラットフォームによる先端科学技術への挑戦

健康で安全・安心に健康で安全・安心に
暮らせる社会の構築暮らせる社会の構築

世界を勝ち抜く世界を勝ち抜く
産業競争力の強化産業競争力の強化

地球温暖化・エネルギー地球温暖化・エネルギー
問題の克服問題の克服

陽子線照射器 レーザー装置陽子線照射器 レーザー装置

物質・材料物質・材料

未利用資源回収
燃料電池膜

植物由来
プラスチック

難病治療薬
超伝導材料

臥位治療台

陽
子
線

臥位治療台

陽
子
線

物質 材料物質 材料

生命科学・先進医療・生命科学・先進医療・
バイオ技術バイオ技術

環境・エネルギー環境・エネルギー
量子ビームの高度化量子ビームの高度化

プラスチック
超小型がん治療装置

イオ技術イオ技術

放射光

光量子イオン

陽子

電子

中性子

SP i 8
ガンマ

ミュオン

研究炉研究炉 加速器加速器 レーザーレーザー

JRR-3 TIARAJ-PARC SPring-8
ビームライン

高強度レーザー施設
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加速器加速器



日本の原子力利用を支える原子力機構の基礎基盤

地域社会との共生地域社会との共生
エネルギー利用エネルギー利用

産学官との連携産学官との連携自らの原子力施設の自らの原子力施設の
廃止措置と放射性廃止措置と放射性
廃棄物の処理処分廃棄物の処理処分廃棄物 処理処分廃棄物 処理処分

量子ビーム利用量子ビーム利用

核不拡散安 全

基礎基盤研究・人材育成
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研究炉・ホットラボ等研究炉・ホットラボ等 基盤施設基盤施設


